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山入近隣会長
栗城 伸吉さん
（山入二）

相模役
榎本 千賀子さん

（大志）

　
９
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
山
入

近
隣
会
芸
能
発
表
会
に
は
、
町
内

外
か
ら
沢
山
の
来
場
者
が
あ
り
ま

し
た
。
江
戸
時
代
か
ら
約
２
５
０

年
に
わ
た
り
受
け
継
が
れ
て
き
た

山
入
歌
舞
伎
の
歴
史
や
演
目
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

  

山
入
歌
舞
伎
の
歴
史

　
山
入
歌
舞
伎
は
、
山
入
地
区
の

人
々
の
熱
意
に
よ
り
、
多
く
の
苦
難

を
乗
り
越
え
て
受
け
継
が
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
活
動
期
間
は
、
大
き
く

三
期
に
区
分
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

　
第
一
期
は
、
江
戸
時
代
に
な
り
ま

す
。
安
永
２
年
（
１
７
７
３
年
）
鮭

立
の
郷
頭
仮
役
・
大
竹
門
左
衛
門
の

日
記
「
金
山
史
」
に
よ
れ
ば
す
で
に

歌
舞
伎
の
指
南
が
な
さ
れ
、
鮭
立
の

歌
舞
伎
一
座
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
頃
は
、
今
の
横
田
・
大

塩
・
田
沢
な
ど
で
も
興
行
を
行
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　
第
二
期
は
、
明
治
か
ら
大
正
で

す
。
一
座
は
青
年
団
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
約
40
名
ほ
ど
の
団
員
が
い
ま
し

  

山
入
歌
舞
伎
を
後
世
へ

　
山
入
歌
舞
伎
は
、
江
戸
時
代
の
大

衆
娯
楽
か
ら
始
ま
り
、
青
年
団
が
発

展
さ
せ
、
山
入
近
隣
会
が
伸
展
さ
せ

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
先
人
が
守
っ
て
き
た
伝
統

や
文
化
を
大
切
に
し
、
子
や
孫
の
世

代
に
も
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

　
近
年
は
、
演
者
の
高
齢
化
や
人
口

減
少
の
影
響
も
あ
り
、
出
演
者
の
確

保
が
難
し
い
状
況
で
す
が
、
多
く
の

人
が「
山
入
歌
舞
伎
を
守
り
た
い
」「
残

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
山
入
地
区
で
脈
々
と
続
く
伝
統

芸
能
山
入
歌
舞
伎
が
、
金
山
の
宝
と

し
て
継
承
さ
れ
る
事
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

あ
ら
す
じ

　
時
は
平
安
末
期
、
一
の
谷
の
戦
い
は

源
平
の
戦
い
で
あ
る
。

　
熊
谷
直
実
は
、
一
の
谷
の
合
戦
で
平

敦
盛
を
討
ち
取
り
陣
屋
に
戻
っ
て
く
る
。

熊
谷
は
妻
の
相
模
と
敦
盛
の
母
・
藤
の

方
に
敦
盛
討
死
の
様
子
を
語
り
、
敦
盛

の
首
の
検
分
に
備
え
る
。

　
や
が
て
主
君
の
源
義
経
が
現
れ
、
熊

谷
は﹁
一
枝
を
切
ら
ば
一
指
を
切
る
べ
し
﹂

と
述
べ
首
を
差
し
出
す
が
、
そ
の
首
は
、

何
と
熊
谷
の
息
子
︵
小
次
郎
︶
の
首
だ
っ

た…

。

　
熊
谷
は
敦
盛
を
救
う
為
、
同
じ
年
の

我
が
子
を
身
代
わ
り
に
し
た
の
で
あ
る
。

熊
谷
は
悲
し
み
を
こ
ら
え
、
驚
き
取
り

乱
す
相
模
と
藤
の
方
を
制
す
る
。

　
敦
盛
を
救
う
努
め
を
果
た
し
た
熊
谷

は
暇
を
願
い
、﹁
一
六
年
は
一
昔
、
夢
だ

夢
だ
﹂
と
涙
な
が
ら
に
我
が
子
の
短
い

人
生
を
嘆
き
、
世
の
無
常
を
悟
っ
て
出

家
し
、
源
平
両
家
の
霊
を
弔
う
為
に
諸

国
行
脚
へ
旅
立
つ
の
で
あ
る
。

一の谷嫩軍記熊谷陣屋の段

山
入
歌
舞
伎

た
。

　
し
か
し
、
戦
争
が
激
し
く
な
る
に

つ
れ
歌
舞
伎
は
衰
退
し
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
頃
上
演
し
て
い
た
演
目

に
、
「
熊
谷
陣
屋
の
段
」
「
萩
袖
祭

文
の
段
」
な
ど
が
あ
り
、
今
で
も
そ

の
２
つ
が
毎
年
交
互
に
上
演
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
第
三
期
は
、
昭
和
55
年
に
設
立
さ

れ
た
山
入
近
隣
会
を
母
体
と
し
た
も

の
で
す
。
こ
れ
は
、
特
徴
あ
る
地
域

の
活
動
を
行
う
と
の
趣
旨
で
始
ま
り

ま
し
た
。

　
平
成
14
年
に
は
、
県
の
補
助
を
受

け
て
金
山
町
芸
能
伝
承
館
が
建
設
さ

れ
ま
し
た
。

　
山
入
歌
舞
伎
の
魅
力
は
、
地
域
み

ん
な
で
一
つ
の
作
品
を
作
り
上
げ
る

事
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
の
一
つ

に
浄
瑠
璃
が
あ
り
ま
す
。
人
物
の
台

詞
や
仕
草
、
演
技
の
描
写
を
も
含
み
、

語
り
口
が
叙
事
的
な
力
強
さ
を
持
ち

ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
様
に
歌
舞
伎
の
魅

力
を
知
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
歌
舞
伎
に
参
加
す
る
事
で
伝
統
芸

能
に
実
際
に
触
れ
、
体
感
で
き
る
貴

重
な
機
会
で
す
。

　
そ
し
て
、
沢
山
の
地
域
の
人
と
関
わ

れ
る
事
が
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
歴
史
・
文
化
に
興
味
が
あ
る
若
い

人
に
も
ぜ
ひ
参
加
・
鑑
賞
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

いち たに ふたば ぐん き くま がい じん や だん
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3 広報かねやま　30. ９.13



県民スポーツ大会会津地域大会

家庭バレーボールで快勝

　８月１２日、会津若松総合体育館で第７１
回福島県総合体育大会県民スポーツ大会の会
津地域大会が行われました。金山町からは７
月に行われた両沼大会で優勝した家庭バレー
ボールが出場し、各地区の予選を勝ち抜いた
チームと熱い戦いを繰り広げました。

美しい駒ノ大池に癒やされる登山者たち

たくさんの参加者で大賑わいの豊年踊り 優勝を喜ぶ、かねやまチーム

華麗なスパイクを打ち込む菅家留美さん（宮崎）

第１回全国高校小規模校サミットに
川口高校が参加

　８月１日と２日に「第１回全国高校小規模校サミッ
ト」が山形県小国町で開催されました。地域課題解決型
学習をベースにした高校生の交流活動となりました。
　同じような課題を抱える小規模校１２校の生徒が交
流し、各学校の特色ある取組を発表し合い、意見交換な
どを行いました。
　その後、各学校で自己紹介し、それぞれの学校が持ち
寄った特産品を紹介しました。川口高校は㈱ハーベス
から提供された炭酸水を持参し紹介しました。

大きな望遠鏡を夢中で覗きこむ児童

サミットで発表する吉場大晟さん（川口）

　８月１１日、町民登山が行われ３３人が
参加しました。今年は、昨年の参加者から
のリクエストもあり、９年ぶりに会津駒ヶ
岳になりました。早朝は小雨が降るあいに
くの空模様でしたが、登頂する頃には晴れ
間も見えました。駒ヶ岳は険しい山です
が、登り切ると駒ノ大池と呼ばれる湿原地
帯があり、幻想的な美しさに参加者も喜ん
でいました。

第３３回町民登山
会津駒ヶ岳に登頂

　９月２日、かねやまホーム前の広場で、か
ねやまホーム秋祭りが行われました。ホー
ムの利用者とその家族や地域の方々など、
多くの方が参加しました。
　秋祭りでは、和太鼓サークル「ぽんぽこ」
の力強い演奏や川口高校合唱部のコーラ
ス、かねやまホーム職員によるソーラン節
などが披露されました。最後は豊年踊りが
行われ、たくさんの方が輪に加わり、太鼓の
リズムに合わせて踊りました。

大きな輪になり豊年踊り
かねやまホーム秋祭り

堂々とした代表あいさつをする栗田さん（川口）

一生懸命練習に励む剣友会の児童たち

　８月１５日に開発センターで、平成３０
年度金山町成人式が開催され、１５名の新
成人が出席しました。
　式では長谷川町長から代表の渡部大地
さん（横田）に成人証書が手渡されました。
また、新成人を代表して栗田一路さん（川
口）が「今日からは、成人としての自覚と責
任をより一層強く感じ、それぞれの道を進
んで行きたいと思います」と誓いの言葉を
述べました。

大人への第一歩
平成３０年度金山町成人式

　８月６日から１０日までの５日間、横田剣友
会の夏稽古が行われました。
　夏稽古には小中学生４人が参加し、真夏の暑
さの中でも真剣な眼差しで一生懸命に稽古に
取り組んでいました。
　金山中３年の中丸智滉君（大志）は「暑い中で
したが、５日間連続の練習は、今後剣道を続け
ていく上で大事な稽古になった」と話しました。
　練習終了後は、稽古の疲れを癒しながら皆で
スイカを食べ、今後も剣道に真剣に取り組むこ
とを誓い合いました。

流した汗の分だけ強くなれる
横田剣友会夏稽古

星空を見上げて天体教室
宇宙の不思議について学ぶ

　８月２２日、中川体育館前で町内の小中学生を対
象にした「天体教室」が行われました。
　現在、宇宙を旅している小惑星探査機「はやぶさ
２」の開発チームの一員でもある会津大学の平田成
先生を講師に迎え、太陽系の成り立ちについて聞い
たり、「はやぶさ２」が探査している小惑星「リュウグ
ウ」について教えてもらいました。
　その後は、外に出て現在最接近している火星、月
や土星、木星など雲の間から見える星々を大きな望
遠鏡で観察しました。
　望遠鏡を覗くたびに子どもたちから歓声が上が
り、みんなで夏の夜の一時を楽しみました。

　かねやまチームは、初戦から危なげのな
い試合運びで１セットもとられることなく
勝ち進み優勝しました。日頃の練習の成果
が存分に発揮された試合となりました。

わたなべ だいち

いちろくりた

なかまる ともひろ

よしば たいせい
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県民スポーツ大会会津地域大会

家庭バレーボールで快勝

　８月１２日、会津若松総合体育館で第７１
回福島県総合体育大会県民スポーツ大会の会
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月に行われた両沼大会で優勝した家庭バレー
ボールが出場し、各地区の予選を勝ち抜いた
チームと熱い戦いを繰り広げました。

美しい駒ノ大池に癒やされる登山者たち

たくさんの参加者で大賑わいの豊年踊り 優勝を喜ぶ、かねやまチーム

華麗なスパイクを打ち込む菅家留美さん（宮崎）

第１回全国高校小規模校サミットに
川口高校が参加

　８月１日と２日に「第１回全国高校小規模校サミッ
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　同じような課題を抱える小規模校１２校の生徒が交
流し、各学校の特色ある取組を発表し合い、意見交換な
どを行いました。
　その後、各学校で自己紹介し、それぞれの学校が持ち
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が、登り切ると駒ノ大池と呼ばれる湿原地
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大きな輪になり豊年踊り
かねやまホーム秋祭り
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　練習終了後は、稽古の疲れを癒しながら皆で
スイカを食べ、今後も剣道に真剣に取り組むこ
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流した汗の分だけ強くなれる
横田剣友会夏稽古

星空を見上げて天体教室
宇宙の不思議について学ぶ

　８月２２日、中川体育館前で町内の小中学生を対
象にした「天体教室」が行われました。
　現在、宇宙を旅している小惑星探査機「はやぶさ
２」の開発チームの一員でもある会津大学の平田成
先生を講師に迎え、太陽系の成り立ちについて聞い
たり、「はやぶさ２」が探査している小惑星「リュウグ
ウ」について教えてもらいました。
　その後は、外に出て現在最接近している火星、月
や土星、木星など雲の間から見える星々を大きな望
遠鏡で観察しました。
　望遠鏡を覗くたびに子どもたちから歓声が上が
り、みんなで夏の夜の一時を楽しみました。

　かねやまチームは、初戦から危なげのな
い試合運びで１セットもとられることなく
勝ち進み優勝しました。日頃の練習の成果
が存分に発揮された試合となりました。

わたなべ だいち

いちろくりた

なかまる ともひろ
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お
知
ら
せ
今月の納税

納期限は

納め忘れに
ご注意して
ください

10月１日
です

●
国

民

健

康

保

険

税

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

●

介

護

保

険

料

●

水

道

使

用

料

第
３
期

第
２
期

第
３
期

９
月
分

個
人
県
民
税

�

優
良
町
村
知
事
感
謝
状

　

８
月
23
日
、
役
場
町
長
公
室
に
お

い
て
個
人
県
民
税
優
良
町
村
知
事
感

謝
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
個

人
県
民
税
の
収
納
率
が
97
％
以
上
の

自
治
体
に
送
ら
れ
る
も
の
で
、
平
成

29
年
度
金
山
町
は
９８
・
２９
％
と
な
り

前
年
を
０
・
59
％
上
回
り
ま
し
た
。

表
　
　
彰

案
　
　
内

こ
れ
か
ら
の
予
定

★
９
月
★

▼
15
日
（
土
）

・
保
育
所
合
同
運
動
会

　

午
前
９
時
～�

中
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
17
日
（
月
・
敬
老
の
日
）

・
金
山
町
敬
老
会

　

午
前
10
時
～�

町
民
体
育
館

▼
19
日
（
水
）

・
運
転
免
許
更
新

　

午
前
９
時
30
分
～�

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
29
日
（
土
）

・
妖
精
人
形
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

午
後
１
時
～�

妖
精
美
術
館

★
10
月
★

▼
３
日
（
水
）

・
人
権
・
行
政
合
同
相
談
会

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

�

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
６
日
（
土
）

・
町
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

午
前
８
時
～�

下
郷
町
観
音
沼

▼
７
日
（
日
）

・
金
山
町
消
防
団
秋
季
検
閲
式

　

午
前
10
時
～�

中
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

地
域
お
こ
し
協
力
隊

�

活
動
報
告
会
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
都
市
部

か
ら
地
方
に
移
住
し
て
、
農
林
漁
業

の
応
援
や
住
民
の
生
活
支
援
な
ど
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
活
動
を
行
い

な
が
ら
、
定
住
・
定
着
を
図
る
取
り

組
み
で
す
。
金
山
町
で
は
４
名
の
隊

員
が
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
活
動
中
の
隊
員
の
活
動
を
皆

様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
活
動

状
況
の
報
告
会
を
開
催
致
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

▼
開
催
日
時

９
月
21
日
（
金
）

午
後
６
時
30
分
～
午
後
７
時
30
分

▼
場
所

開
発
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

※
当
日
は
、
自
由
席
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
復
興
政
策
係

�

☎
54

−

５
２
０
３

歯
周
病
検
診
は

�

お
済
み
で
す
か
？

金
山
町
国
保
診
療
所
で
は
、
歯
周

病
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
自
分

で
は
わ
か
り
に
く
い
口
の
中
の
健
康

状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
実
施
期
間

　

平
成
30
年
12
月
21
日
（
金
）
ま
で

▼
対
象
者

金
山
町
国
保
被
保
険
者
で
、
40
歳

以
上
の
方

▼
費
用

５
０
０
円

※
予
約
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、事
前
に
診
療
所（
☎
54

−

２
０
３
１
）に
ご
連
絡
願
い
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
福
祉
係

�

☎
54

−

５
１
３
５

個人県民税優良町村知事感謝状を
受ける長谷川町長
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お
知
ら
せ

ご
寄
付
に
感
謝

公
証
週
間

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
「
公

証
週
間
」
で
す
。

遺
産
相
続
、
任
意
後
見
契
約
、
金

銭
貸
借
、
不
動
産
貸
借
、
離
婚
に
際

し
て
の
慰
謝
料
、
養
育
費
な
ど
の
問

題
は
、
後
々
に
も
め
ご
と
を
引
き
起

こ
し
が
ち
で
す
。
そ
ん
な
と
き
遺
言

や
当
事
者
間
の
取
り
決
め
を
公
正
証

書
に
し
て
お
け
ば
、
ト
ラ
ブ
ル
を
防

止
し
、
権
利
や
財
産
を
守
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

会
津
若
松
公
証
役
場

☎
０
２
４
２

−

37

−

１
９
５
５

働
き
方
改
革
の

�
周
知
に
つ
い
て
　

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
導
入

な
ど
「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
が
平

成
31
年
４
月
１
日
か
ら
順
次
施
行
さ

れ
ま
す
。
本
法
律
は
、
労
働
者
が
そ

れ
ぞ
れ
の
事
情
に
応
じ
た
多
様
な
働

き
方
を
選
択
で
き
る
、「
働
き
方
改

革
」
を
推
進
す
る
た
め
、
長
時
間
労

働
の
是
正
、柔
軟
な
働
き
方
の
実
現
、

雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
な
い
公
正
な

待
遇
の
確
保
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
労
働
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

で
生
き
が
い
を
持
っ
て
、
能
力
が
発

揮
で
き
る
職
場
環
境
が
整
備
さ
れ
、

優
秀
な
人
材
の
確
保
と
雇
用
の
継
続

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
が

始
ま
り
ま
す

総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
１
日

現
在
で
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
住
生
活

に
関
す
る
最
も
基
本
的
か
つ
重
要
な

調
査
で
、
全
国
約
３
７
０
万
世
帯
の

方
々
を
対
象
と
し
た
大
規
模
な
調
査

自家消費用食品等の放射性物質
簡易測定の結果について

複数の検体を測定している場合は最低値と最高値
を表示しています。
（測定年月日　平成３０年８月１日
� ～平成３０年８月３１日）
※「ＮＤ」は、10ベクレル/㎏未満です。
� （単位：ベクレル/㎏）

品　名 測定件数 未検出数 セシウム
（134 ＋ 137 合計値）

はつたけ 1 ０ 16.5
地下水 3 3 ND

※厚生労働省が定める一般食品の放射性セシウムの
基準値は１００ベクレル／㎏です。

　町では自家消費用の食品等について放射線測定を
役場と横田出張所で行っています。
　なお、販売用食品の測定については産業係にお問い
合わせください。

◎問い合わせ…
　保健福祉係　☎５４－５１３５
� （自家消費用食品について）
　横田出張所　☎５６－４１１１
� （自家消費用食品について）
　産　業　係　☎５４－５３２２
� （販売用食品について）

で
す
。
金
山
町
の
一
部
が
調
査
対
象

地
区
と
し
て
設
定
さ
れ
、
統
計
調
査

員
が
調
査
書
類
を
配
布
い
た
し
ま

す
。
調
査
へ
の
回
答
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
回
答
ま
た
は
紙
の
調
査

票
で
の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
企
画
財
政
係

�

☎
54

−

５
１
１
１

は
、
福
島
労
働
局
Ｈ
Ｐ
ト
ッ
プ
「
働

き
方
改
革
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

福
島
労
働
局　

環
境
・
均
等
室

�

☎
０
２
４

−

５
３
６

−

４
６
０
９

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

●
神
奈
川
県
横
浜
市

　

野
口　

吉
昭
さ
ん�

五
千
円

●
東
京
都
杉
並
区

　

小
林　
　

榮
さ
ん�

五
千
円

●
東
京
都
杉
並
区

　

小
林　

葉
子
さ
ん�

五
千
円

●
匿
名
希
望
の
方
10
名

�

九
万
円

ご
寄
付
は
、
子
育
て
事
業
や
自
然

環
境
保
護
事
業
な
ど
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

広
報
送
付
に
対
し
て

●
会
津
若
松
市

　

稲
村　

キ
ミ
子
さ
ん�

一
万
円

ご
寄
付
は
広
報
紙
の
充
実
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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「
３
年
間
の
思
い
出
を
胸
に
」

今
年
は
と
て
も
暑
い
夏
で
し
た

が
、
体
調
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
協
力
隊
と
し
て
の
任
期
が

10
月
６
日
ま
で
の
た
め
、
残
り
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
お
か
げ

で
、こ
の
三
年
間
が
と
て
も
充
実
し
、

楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
教
育

に
つ
い
て
の
協
力
隊
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
少
し
で
も
子
ど
も
た

ち
が
成
長
す
る
助
け
に
な
っ
て
い
た

ら
嬉
し
い
で
す
。

学
校
や
公
民
館
な
ど
色
々
な
場
面

で
関
わ
る
こ
と
の
で
き
た
子
ど
も
た

ち
、
保
護
者
の
皆
様
、
ま
た
行
事
を

行
う
に
あ
た
り
様
々
な
面
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
様
、

学
校
の
先
生
方
、
教
育
委
員
会
の
皆

様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
向
け
の
事
業

の
ほ
か
に
も
、
様
々
な
行
事
等
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
の

場
面
で
も
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
親

切
に
し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
が
終

わ
っ
た
後
も
金
山
町
に
残
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

鈴
すずき
木　裕

ゆうき
樹

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
報
告
書

活
動
報
告
書

とても楽しい３年間をありがとうございました

あなたの住宅は大丈夫ですか
？

木造住宅
耐震補強
補 助 金

最 大
補助対象　昭和５６年５月以前に建築された木造住宅

◎問い合わせ…建設係　☎５４−５３１１

万円補助

木造住宅
「耐震補強」100

木造住宅の耐震性能を確認！

まずは耐震診断！自己負担わずか！
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　金山町ではラジオ福島にて、毎月第
１火曜日に「奥会津・金山町かぼまる
WORLD」を放送しています。最新イベン
ト情報や金山町の「今」を元気に発信し
ています。ぜひご聴取ください。

●放送日時　毎月第１火曜日
　午後２時１０分～午後２時２０分

●川口・本名・中川・水沼・沼沢など
� …７７．８ＭＨｚ
●横田・大塩・滝沢・越川など
� …７９．３ＭＨｚ
●小栗山・八町・玉梨など
� …７９．３ＭＨｚ

◎問い合わせ…復興政策係
� ☎５４－５２０３

　会津乗合自動車 ( 株 ) と福島県では、只見線の利活用と
奥会津への観光誘客につなげるため、平成３０年８月１１
日（土）～１１月２５日（日）までの土日祝日、会津若松～
会津川口間、会津田島～只見間、会津田島～会津川口間の３
路線のバスを運行します。ＪＲ只見線や東武鉄道特急「リバ
ティ会津」と合わせた南会
津地方と会津地方の広域周
遊が可能となり、交流人口
拡大につながると期待され
ます。

※１０月２０日（土）～１１月１１日（日）は毎日運行
※詳細についてはお問い合わせください。

� ◎問い合わせ…会津バス若松営業所　☎０２４２−２２−５５５５

田島駅～会津川口駅ルート
田島駅前 13:00
喰丸下 13:42

下佐倉（道の駅） 13:45
昭和温泉しらかば荘前 13:56
玉梨八町温泉 14:13
会津川口駅前 14:25

会津川口駅前 15:30
玉梨八町温泉 15:39

昭和温泉しらかば荘前 15:56
下佐倉（道の駅） 16:07

喰丸下 16:10
田島駅前 16:55

乗ろう・守ろう・つなごう

みんなの只見線

かぼまるWORLD放送中

「来て。乗って！あいづ二次交通強化支援事業」
路線バスでつなぐ只見線の旅～奥会津ぶらり旅～

　野生の木の実（栗やトチの実など）
やきのこの出荷については、山菜と
同じようにモニタリング検査が必要
です。
　モニタリング検査を受けるには生
産者登録が必要ですので、登録がお
済みでない方はご相談ください。
　また、加工品や食事の材料に野生
の木の実やきのこを使用したものを
販売する場合（宿や食堂などでの提
供も含む）は、モニタリング検査終
了後に登録生産者より購入するか、
登録生産者が採取したものを使用し
てください。

◎問い合わせ…産業係
� 　☎５４－５３２２　

きのこなどの
モニタリング検査について
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「
人
権・行
政
合
同
相
談
会
」を

�

開
設
し
ま
す

町
で
は
人
権
・
行
政
合
同
相
談

会
を
開
設
し
ま
す
。

人
権
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
悩

み
ご
と
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
年
金
、
道
路
、
公
害
、

電
話
な
ど
、
役
所
（
国
・
県
・
町
）

や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特
殊
法
人
の
仕

事
に
つ
い
て
、
苦
情
や
意
見
、
心

配
な
こ
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
な

ど
、
相
談
委
員
が
相
談
を
受
け
、

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

ど
ち
ら
も
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
日
　
時　
10
月
３
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
　
所

　

金
山
町
開
発
セ
ン
タ
ー

�

１
階　

小
会
議
室

～１０月１日から保険証が新しくなります～
　現在お使いの保険証は、平成３０年９月３０日で期限が切れます。新しい保険証は、９月下旬に国
保に加入されている世帯に区長様を通じて配布します。（※一部郵送の方もいます）
【新しい保険証は１０月１日から使用してください】
　９月３０日までは、現在お使いの保険証を使用してください。１０月１日以降は、今までの保険証
は無効になりますので、新しい保険証をお使いください。　※高齢受給者証は引き続き使用できます。
【古い保険証は】
　有効期限の過ぎた保険証は、役場窓口、横田出張所、国保診療所へお返しください。
【健康保険の手続きはお早めに】
　会社の社会保険に加入されたとき、会社を辞めた時などは、役場で国保の手続
きが必要です。お早めに手続きしましょう。
　なお、保険証を返還しただけでは手続きは完了しませんので、ご注意ください。
～保険証を大切に保管しましょう～
　最近、保険証を無くす方が増えています。病院や薬局に行くときにあわてることのないように、日
頃から次のようなことに注意しましょう。※保険証の再発行には申請が必要です。詳しくはお問い合
わせください。
　・保管場所を決めておく	 ・家族に保管場所を知らせておく
　・ハガキや手紙と一緒にしない	 ・受診日の前日に保険証を確認

� ◎問い合わせ…保健福祉係　☎５４－５１３５

国民健康保険に加入されているみなさんへ

▼
相
談
委
員

人
権
擁
護
委
員

�

・
滝
沢　

正　

明
（
上
横
田
）

�

・
長
谷
川
美
喜
子
（
西　

谷
）

�

・
星　
　

俊　

子
（
板　

下
）

行
政
相
談
委
員

�
・
五
ノ
井　

忠
道
（
水　

沼
）

◎
問
い
合
わ
せ
…
住
民
税
務
係

�

☎
54

−

５
１
２
１
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会津坂下警察署からのお知らせ

　最近、当署管内において法務省の機関を装った「消費料金に関する訴訟最終告知
のお知らせ」などと題するハガキが送付されています。
　ハガキには、連絡が無い場合、契約不履行などにより給料や不動産を差押える裁
判取り下げの相談を受け付けているなどと不安を煽るような記載があり、記載され
た電話番号に連絡すると裁判取り下げ費用名目などでお金を要求されるものです。
　ハガキなどに記載された電話番号には連絡をしないでください。
�
� ◎問い合わせ…会津坂下警察署　☎０２４２－８３－３４５１

会津坂下署管内で「なりすまし詐欺」被害の発生！

公的機関を名乗る
ハガキに注意！

身に覚えのない請求が
あったら、まずは、警察
や家族に相談でござる！

残薬について
� 宮下病院　内科 科長　小山大輔
　朝夕はめっきり涼しくなりましたが、皆様に
おかれましてはいかがお過ごしでしょうか。
　当院通院中の患者様で、飲み忘れ・自己判断
などで内服薬が余ってしまう方がいらっしゃる
と思います。その際は内服薬を薬局の方へお持
ちください。
　そうしていただくことで、病状をきちんと把
握することができます。
　処方を変更するか検討する際に重要な情報に
なりますのでよろしくお願いい
たします。
　秋が深まりゆく季節、お体に
気を付けてお過ごしください。

◎問い合わせ…宮下病院
� ☎５２－２３２１

宮下病院だより

ヘビまたはハチに刺された・噛まれた時の応急処置

消防署からのお知らせ
害虫・害獣による被害に注意 !!
　毎年ヘビに噛まれたり、ハチに刺される被害が
発生しております。被害に遭わない為にどうすれ
ばよいのか、また被害に遭ってしまった際の応急
処置について正しい知識を身に付けましょう。

１．刺された箇所を水で洗い流す。
２．傷口を圧迫し、毒液を絞り出す。
３．濡れたタオル等で冷やし、
　　安静にする。

　ハチに刺されて呼吸が苦しくなったり、全身に
蕁麻疹等の症状が出た場合はアナフィラキシー（急
性アレルギー症状）が疑われるので、ためらわず
に１１９番通報をして下さい。救急隊が到着する
までは極力安静にして待ちましょう。
※もし、ハチやヘビなどを見かけても触ったりせ
ず、刺激しないようその場から離れましょう。

◎問い合わせ…会津坂下消防署金山出張所
� ☎５５－３１００
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金山町長選挙が
9月30日（日）に行われます

秋の全国交通安全運動
　交通安全の普及・浸透を図り、交通安全ルー
ルの遵守と正しい交通ルールの実践を習慣付
け、交通事故防止の徹底を図ることを目的と
して、秋の全国交通安全運動を実施します。
◆期　間
　９月２１日（金）から９月３０日（日）まで
※期間中、交通事故死ゼロを目指す日は９月
３０日です。

◆運動スローガン
～事故にあわない、おこさない～

「命を守る　早めのライトと　反射材」
夜間はライトを必ず点灯！

歩行者は反射材を着用しましょう
　夕暮れ時や夜間の見えにくい
時間帯は、自分の位置を知らせ
ることで、事故を防ぐことがで
きます。自転車のライト点灯や
反射材があなたを守ります。

金山町交通対策協議会

献血ご協力のお願い
～誰でもできる身近なボランティア～
　只今、輸血用血液が不足しています。輸血用血液
の安定確保のため、皆様のあたたかいご協力をお願
いします。
●日時と場所
　①１０月１８日（木）
　　午後２時～午後４時　横田出張所
　②１０月１９日（金）
　　午前１０時から正午　ＪＲ会津川口駅前広場
　お薬を服用されている方でも薬の種類によっては、
献血することができます。
１．献血日に服用しても献血できる薬
　①栄養サプリメント　②胃腸薬　③高血圧の薬
　④漢方薬　⑤アレルギー薬
　⑥高コレステロール治療薬
　⑦目薬、湿布、塗薬、鼻薬　⑧緩下剤（便秘薬）
　⑨少量の女性ホルモン薬や避妊薬（ピル）など
２．献血日に服用すると献血できない薬
　①痛風薬　②睡眠薬　③抗不安薬
　④前立腺肥大治療薬など
※この他の薬を服用されている方は、必ず献血の
際に医師に相談してください。

�◎問い合わせ…保健福祉係　☎５４－５１３５

任期満了による金山町長選挙が､ 次のとおり行われますのでお知らせします。
選 挙 の 期 日 ９月３０日　（告示日　９月２５日）

選挙権のある人 平成３０年９月３０日現在で１８歳以上の人
転入者については６月２４日までに転入届をした人

期 日 前 投 票
投票日に､ 仕事や旅行などにより投票所に行けない人は､ ９月２６日
から９月２９日の間、期日前投票をすることができます。
期日前投票は、金山町役場と役場横田出張所で午前８時３０分～午後
８時までできます。

不 在 者 投 票
選挙期間中、金山町以外の市町村に滞在されている方は、滞在先の市
町村の選挙管理委員会で不在者投票を行うことができます。また、病
院等に入院、入所されている方は、病院等でも不在者投票ができます。
※詳しくは選挙管理委員会におたずねください。

金山町選挙管理委員会 ･金山町明るい選挙推進協議会
� ◎問い合わせ…選挙管理委員会　☎５４－５２２２
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　毎年多くの方にご参加いただいている町民ウォー
キングを行います。たくさんのご参加をお待ちして
おります。

○日　　時　１０月６日（土）

○場　　所　下郷町観音沼

○交通機関　福祉バス　

○参加料金	 大人　1,000 円
	 中学生以下　500円　

○申込期限　９月２１日（金）　
※その他詳細については、
　後ほど参加者にお知らせします。

� ◎問い合わせ…教育委員会　☎５４－５３６１

あ の 人 こ の 人
８月届出（敬省略）
こんにちは赤ちゃん

緑
みどりかわ

川　寛
ひ ろ み

己

お二人で幸せに

今月は該当がありませんでした。

霊よ安らかに

栗　城　トミエ（８２歳）川　口

菅　家　達　顯（８６歳）大　塩

中　條　ヨ　シ（９４歳）板　下

金山町の人口（９月１日現在）

○新刊紹介

図 書 室 だ よ り

◆　わけあって絶滅しました。
丸山　貴史　著（ダイヤモンド社）

○金山史談　第２７号を販売しています
　金山史談会が発行する「金山史談第２７号」が発行され、町の歴史に関する研究をまとめた１冊と
なっています。購入をご希望の方は、中央公民館にお申し込みください。１冊1,000円です。

◎主な内容
・戊辰戦争を、奥会津の人々はどのように迎え、どのようにして戦いに参加していったのか、
  詳しく紹介しています。

○お知らせ…図書室にあるパソコンを使って、蔵書の検索が出来るようになりましたので、ご利用ください。

◆　奇想天外発明百科
マウゴジャタミチュルスカ　著

（徳間書店）
　さまざまな理由で地球から消えていった生物の
「絶滅原因」を紹介する今までになかったコンセプ
トの動物図鑑が登場 ! 興味深い絶滅のエピソード
とともに、絶滅しそうでしなかった生物も紹介し
ています。生物の基礎情報も丁寧に解説しており、
学術的な内容も充実。

　大昔から現代までの、世界中のおもし
ろい発明をくわしく説明しています。
　どんな発想から生まれたのか、どんな
しくみかを楽しいイラスト入りで紹介し
ます。

児童向け一般向け

○７月の公民館図書室利用状況
貸出冊数　３８冊（うち児童書　１２冊）ＤＶＤ　３枚

※一人３冊まで２週間借りられます。（土曜日利用可）

◎問い合わせ ･･･ 中央公民館　☎５４－５３３３

世 帯 数
人 口
男
女

※（　）内は先月比　住民基本台帳から

1,072世帯	 （−4）
2,092人	 （−6）
1,009人	 （−2）
1,083人	 （−4）

町民ウォーキングの参加者募集

（川口）父・茂　一
母・葉　子
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地域のお宝 その１2

『お掃除仲間』

かねやまの支え

今月は、新國イワ子さん（西部）と浅井タカコさん（横田）について紹介します。
毎週火曜日の午前中、地域内でゆうゆう人材センターの会員として掃除をしています。タ
カコさんは２０年近く、イワ子さんも１０年以上続けていて「自分たちにとって掃除は大変
に感じたことがない。むしろ楽しみで、掃除をさせていただいているという気持ちでやって
いる。高齢だけど声をかけてもらえる間は続けたい」と話していました。
掃除へ向かう時は、車を運転するタカコさんがイワ子さんを送迎してくれます。掃除後も、
金融機関を回ったり、商店で買い物をしたり、時には一緒にお茶のみをしながら情報交換な
どもしています。
「もう年だから…」と出来ることも退いてしまう方が多い中、お互いに楽しみながら地域
のために尽くしているお二人は、まさに地域の宝です。このような地域の支え合い情報は、
下記までご連絡をお願いします。
� 社会福祉協議会　☎５５－３３３６

赤カボチャ糖度検査の様子 今年の赤カボチャは全体的に
合格率が高く出来がいいようです 合格品に貼られるシール

　赤カボチャの収穫時期になりました。
　金山町の特産品「奥会津金山赤カボチャ」は、濃いオレンジ色の皮とお尻に大きな
「へそ」を持つ、とってもおいしいカボチャです。
　「奥会津金山赤カボチャ生産者協議会」が、形や色、さらに「へそ」の大きさや完熟
の度合いまでしっかり検査しています。
　検査に合格した正規品のみに下のシールが貼られ、「奥会津金山赤カボチャ」とし
て市場に出回ります。
※「奥会津金山赤カボチャ」は、平成21年に商標登録、平成30年に地域団体商標登
録を得ました。

実りの秋

今年も赤カボチャの季節になりました今年も赤カボチャの季節になりました

見本
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